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１．本市の概況とガス事業の歩み 

本市は秋田県の南西部に位置し、地域の地理的特性として、南東には鳥海山がそびえ、その周

辺には鳥海高原が広がっています。また、市内を流れる子吉川水系があり、西側は日本海に面して

います。これらの地形的要素により、本市は山、川、海といった多様な自然環境に恵まれています。 

由利本荘市は、２００５（平成17）年3月に本荘市、矢島町、岩城町、由利町、大内町、東由利町、

西目町、鳥海町が合併して発足し、秋田県内で最大の面積を有しています。 

本市の総人口は、１９８５（昭和６０）年の９６，５８９人（国勢調査人口）を境に減少が続いており、

2025（令和7）年3月31日時点では69,800人となっています。 

本市のガス事業は、合併した本市のうち旧本荘市の市街地域に対して１９６０（昭和３５）年１２月

より供用開始しました。１９８４（昭和５９）年１２月には、市内鳥海山麓に広がる由利原から産出され

る天然ガスを原料として、都市ガスの生産及び供給を開始しています。 

供用開始時に３７０戸だった需要家数は２０００（平成１２）年には需要家数が10,000戸を突破

しました。その後、本荘工業団地への供給を開始するなど徐々にガス供給地域の拡大に努めてき

ました。 

現在は人口減少のほかに、電化住宅の普及などにより家庭用の減少傾向が続いています。 

供用開始から６０年以上を経過し、ガス事業者の使命である安全かつ安定供給のために、経年

管の計画的更新を続ける一方で、そのほかの施設の長寿命化や更新などが必要になっています。 

  

Ⅰ 経営戦略の位置付け
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２．総務省が推進する経営戦略策定及び改定の背景と目的 

本市は、2016（平成28）年度に計画期間を、2017（平成２９）年度から2026（令和８）年度ま

でとする由利本荘市ガス事業経営戦略を策定し、本市内の由利原で生産されるクリーンエネルギ

ーである天然ガスの普及を図り、経営戦略に基づき健全経営に努めてまいりました。 

 しかしながら、公営企業を取り巻く経営環境は、今後、急速な人口減少等に伴うサービス需要の

減少や施設の老朽化に伴う更新需要の増大等、一層厳しさを増す状況にあります。 

 経営環境が厳しさを増す中にあっても、事業、サービスの提供を安定的に継続できるよう、中長

期的な視点に立った経営を行い、徹底した効率化、経営健全化に取り組むことが必要となります。 

 これらの課題や現状に対して、総務省では、公営企業の中長期的な経営の基本計画である経

営戦略を企業ごとに策定し、それに基づく計画的かつ合理的な経営を行うことにより、経営基盤の

強化と財政マネジメント向上の実現を強く求めています。 

 2022（令和４）年1月には総務省の「経営戦略策定・改定マニュアル」が改定され、取り組みの

進捗と成果を一定期間ごとに評価、検証した上で、次の視点から実効性のある経営戦略の改定が

求められるとともに、改定した経営戦略に沿った取り組み等の状況を踏まえつつ、PDCAサイクル

を通じて質を高めていくため、3年から5年ごとの見直しを行うことが重要としています。 

 

❶ 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映 

❷ 原価償却率や耐用年数等に基づく施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用の    

的確な反映 

❸ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の上昇傾向等の的確な反映 

❹ ❶❷❸等を反映した上での収支を維持する上で必要となる経営改革 

 （料金改定、民間譲渡等）の検討 

 

 本市では、これらの内容を反映するため、由利本荘市ガス事業経営戦略を改定し、徹底した効

率化、経営健全化に取り組んでまいります。 
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１ 本戦略の事業の現況 

（１）事業の現況（事業概要） 

本戦略の対象となる事業は由利本荘市ガス事業とし、事業概要は次のとおりです。 

 

  ガス事業 

事業開始 1960（昭和 35）年 12 月 30 日 

法適・非適用区分 
法適用（全部適用） 

1961（昭和 36）年 4 月 1 日 

職員数 11 人 

導管延長 236,519ｍ 

行政区域戸数 30,895 戸 

供給区域戸数 15,280 戸 

年間ガス生産量 4,052.60 千㎥／186,608 千 MJ 

年間ガス購入量 4,346.52 千㎥／209,213 千 MJ 

年間ガス販売量 8,611.10 千㎥／396,512 千 MJ 

有形固定資産減価償却率 82.17% 

※ 標準熱量を 46.04655MJ／㎥として算出。 

※ 2023（令和 5）年度地方公営企業決算状況調査（決算統計）より 

  

Ⅱ 由利本荘市ガス事業の現状
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（２）料金体系の状況 

本市のガス料金は、使用量区分による基本料金と、使用量に応じた基準単位料金（従量料金）

の組み合わせにより算定します。２０２３（令和５）年４月に料金改定を実施しています。 

■料金体系（税込み） 

区分 
基本料金 1箇月及びガスメーター1個につき／ 

従量料金 1立方メートルにつき 

202３ 

(令和５年) 

料金Ａ 

基本料金 20立方メートル以下 1,012円 

従量料金 1立方メートルにつき 236.014円 

料金Ｂ 

基本料金 20立方メートルを超え 200立方メートル以下 1,782円 

従量料金 1立方メートルにつき 197.514円 

料金Ｃ 

基本料金 200立方メートルを超えるもの 4,334円 

従量料金 1立方メートルにつき 184.754円 

 

（３）組織の状況 

本市のガス事業については、企業局で所管しています。 

組織体制は企業管理者を設置し、202４（令和６）年4月1日時点で次のとおりとなっています。 

 

企業管理者 企業局長

管理課
総務班

経理班

営業課
営業班

料金班

ガス課

製造班

工務班

供給班
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2 経営状況分析 

（１）財務分析（収支等の経年分析） 

２０１９（令和元）年度から202３（令和５）年度までの過去５か年の実績における経常的な活動

の収支を示す収益的収支、投資や企業債の発行及び償還を示した資本的収支の他、企業債残高

の推移及び収益の基礎となる供給戸数の推移を分析しました。 

■決算推移                                             （単位：千円、戸） 

 
科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

【収益的収支】

営業収益① 1,051,142 1,021,404 1,036,783 1,210,598 1,086,331

うちガス売上 1,027,952 1,005,902 1,021,855 1,192,824 1,073,052

うち器具販売収益 8,741 7,404 6,955 6,332 6,934

うち受注工事収益 14,449 8,098 7,973 11,442 6,345

営業外収益② 41,430 36,591 34,638 79,911 194,312

うち他会計補助金 2,478 2,131 1,417 954 3,036

うち長期前受金戻入 38,483 34,006 32,329 24,477 20,627

経常収益①＋②…Ａ 1,092,572 1,057,995 1,071,421 1,290,509 1,280,643

営業費用③ 1,068,000 963,873 964,389 1,145,018 1,191,563

売上原価 640,140 551,397 566,455 779,931 841,930

供給販売費 368,153 365,434 351,992 310,601 297,969

一般管理費 41,760 35,737 35,226 41,148 39,163

器具販売費 4,917 3,743 3,297 2,839 6,563

受注工事費 13,030 7,562 7,419 10,499 5,938

うち職員給与費 81,602 74,489 72,550 71,889 63,014

うち修繕費 34,616 30,415 37,351 35,183 34,472

うち委託料 59,688 55,792 51,910 56,781 60,412

うち減価償却費 233,809 213,846 200,091 181,127 176,468

営業外費用④ 21,715 17,841 14,651 11,751 9,229

うち支払利息 21,353 17,829 14,622 11,708 9,198

経常費用③＋④…Ｂ 1,089,715 981,714 979,040 1,156,769 1,200,792

経常収支Ａ-Ｂ 2,857 76,281 92,381 133,740 79,851

【資本的収支】

資本的収入⑤ 195,506 150,230 169,838 170,573 77,500

うち企業債 155,700 145,900 145,300 144,100 77,500

資本的支出⑥ 464,464 404,564 445,044 453,831 337,092

うち建設改良費 216,606 162,693 183,038 182,849 90,945

うち企業債償還 247,858 241,871 262,006 270,982 246,147

資本的収支⑤-⑥ △ 268,958 △ 254,334 △ 275,206 △ 283,258 △ 259,592

【企業債元金残高】
企業債元金残高 2,037,611 1,941,640 1,824,934 1,698,052 1,529,405

【供給戸数】
供給区域内戸数 14,574 14,711 14,893 14,994 15,280

現在供給戸数 7,772 7,677 7,581 7,546 7,452
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前ページの表による分析ポイントは、次のとおりとなります。 

 

【経常収支】 

2019（令和元）年度から 2022（令和 4）年度は増益傾向も、2023（令和 5）年度は物価高騰のため、

原材料費含め経常費用増加（前年比約 104％増）に伴い、減益となる。 

■経常収支及び経常収支比率の推移                           （単位：千円、％） 

 

 

 

 

【営業収益のうちガス売上】 

2019（令和元）年度から 2021（令和 3）年度までは横ばい。 

2022（令和 4）年度は原料費調整により増収。 

2023（令和 5）年度は料金改定実施後、物価高騰による国の電気・ガス料金支援による値引きの

ため、売上としては減収となるが、値引き原資分は補助金として収益に計上。 

■料金収入及び供給戸数の推移                              （単位：千円、戸） 

 

 

 

【営業費用】 

原材料及びガス購入費…2019（令和元）年度から 2021（令和 3）年度までは横ばい。 

2022（令和 4）年度は物価上昇に伴い、前年比約 144％。特に液化天然ガスは購入単価で前年比

約 181％上昇。2023（令和 5）年度はさらに、前年比約 109％の上昇。 

2021（令和 3）年度と比較すると、約 157％の上昇。 

 

■（参考）液化天然ガスの輸入価格の推移                        （単位：円／トン） 

 

 

※ 財務省貿易統計より各年 12 月の価格 

 

【資本的収入及び支出】 

経年管対策を実施。財源とのバランスを図り、過去５か年では建設改良費は横ばい傾向。これに

伴う財源として企業債発行も横ばい。 

【企業債元金残高】 

過去５か年は企業債発行抑制により企業債元金は減少傾向。 

 

科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

ガス売上（千円） 1,027,952 1,005,902 1,021,855 1,192,824 1,073,052

現在供給戸数（戸） 7,772 7,677 7,581 7,546 7,452

一戸あたり売上（千円） 132.26 131.03 134.79 158.07 144.00

科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

液化天然ガス 53,338 38,569 84,928 137,674 101,068

科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

経常収益（千円） 1,092,572 1,057,995 1,071,421 1,290,509 1,280,643

経常費用（千円） 1,089,715 981,714 979,040 1,156,769 1,200,792

経常収支（千円） 2,857 76,281 92,381 133,740 79,851

経常収支比率 100.26% 107.77% 109.44% 111.56% 106.65%
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（２）販売量及び調定件数の推移 

料金収入に影響を与える販売量及び調定件数を２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）

年度までの過去５年間で分析します。 

販売量は２０２０（令和２）年度のコロナウイルス感染症対策に伴う巣ごもり需要による特殊

要因や各年度１月～２月までの最低気温平均が過去５年間で最も低かったことにより、販売量

がピークとなっています。過去５か年の平均は約８，８２９千㎥となっています。 

用途別にみると、家庭用及び商業用が減少傾向にあり、その他は横ばいとなっています。 

一方で販売規模別にみると、一般販売量が減少傾向となっています。 

調定件数は過去５か年で減少傾向となっています。 

■用途別販売量の推移                                      （単位：千㎥） 

 

 

 

 

■規模別販売量の推移                                      （単位：千㎥） 

 

 

 

※ 大口供給の条件：熱量 46 メガジュールに換算したガスを常温及び常圧で年間 10 万立方メートル以上

の需要に応じて行うガスの小売供給。 

■調定件数の推移                                              （単位：件） 

 

 

 

 

■年度ごとの最低気温平均月別推移                               （単位：℃） 

 

 

 

※ 出典：国土交通省気象庁ホームページ 秋田県本荘地区 年（月ごとの値）最低気温の月平均値 

  

科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

家庭用 1,291.08 1,336.95 1,286.25 1,263.19 1,171.87

商業用 772.25 709.93 714.72 705.97 708.41

工業用 3,751.60 4,030.02 3,866.52 3,978.08 3,821.22

その他 2,834.10 2,982.88 2,972.23 3,037.21 2,909.60

計 8,649.03 9,059.78 8,839.72 8,984.45 8,611.10

科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

家庭用 86,492 85,272 84,511 83,951 83,142

商業用 4,956 4,815 4,706 4,593 4,566

工業用 132 132 132 132 132

その他 2,079 2,105 2,121 2,107 2,133

計 93,659 92,324 91,470 90,783 89,973

科目 2019（令和元）年度 ２０２０（令和2）年度 ２０２１（令和3）年度 ２０２2（令和4）年度 ２０２３（令和５）年度

大口販売量 5,257.45 5,625.37 5,463.63 5,581.31 5,401.11

一般販売量 3,391.58 3,434.41 3,376.09 3,403.14 3,209.99

計 8,649.03 9,059.78 8,839.72 8,984.45 8,611.10

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年
1月～2月

までの平均

2019（令和元）年度 3.9 10.8 15.2 19.9 22.1 16.9 11.3 4.3 1.1 0.4 △ 0.6 2.0 8.9 △ 0.1

2020（令和2）年度 3.6 10.8 16.5 19.8 22.0 18.7 10.8 5.5 0.1 △ 2.3 △ 1.3 2.0 8.9 △ 1.8

2021（令和3）年度 4.7 11.9 16.1 21.4 21.4 16.0 10.7 6.3 0.1 △ 1.7 △ 1.7 1.1 8.9 △ 1.7

2022（令和4）年度 3.6 10.9 16.8 21.6 21.3 17.2 9.4 5.0 0.7 △ 1.4 △ 1.9 1.5 8.7 △ 1.7

2023（令和5）年度 5.3 10.4 17.4 21.4 24.7 20.2 10.5 6.0 0.9 0.2 △ 0.4 0.1 9.7 △ 0.1
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（３）経営状況分析から見える本市の特徴 

前ページまでの検証結果をまとめると次のとおりです。 

 

❶経常収支は余剰も、減益へ転化 

○原因と今後の対策 

過去５か年においては、経常収支は余剰を継続しているところですが、急激な物価や原価上昇

により、２０２３（令和５）年度は減益となりました。 

今後は国の物価対策等に注視しつつ、弾力的な経営を図る必要があります。 

 

❷原材料価格高騰と物価変動への対応 

○原因と今後の対策 

原材料が急激に上昇しています。特に液化天然ガスについては、２０２０（令和２）年度に対して 

２０２３（令和５）年度には２．５倍以上の価格となっています。 

また、原材料だけではなく、全体的な物価変動に対応するため、弾力的な料金体系の検討が必

要です。 

 

❸人口減少に伴う、料金収入の減収 

○原因と今後の対策 

人口減少により、料金収入は微減傾向が続いています。料金収入の約５割以上が大口販売量

によるもので、景気動向と需要家のニーズを注視しながら一般販売量を底上げする必要がありま

す。 
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３ ガス供給施設の状況 

（１）供給区域の状況 

旧本荘市の市街地域を供給区域としています。 

ガス事業を開始した19６０（昭和３５）年から、市勢の発展とともに市内にガス導管を整備し、総

延長は202３（令和５）年度末現在で約２３７kmとなっています。 

■由利本荘市 ガス供給計画図 
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（２）ガス供給施設の状況 

主なガス供給施設は次のとおりです。ガス製造及び供給施設については、古くなった設備を中

心に順次更新を行い、製造・供給の効率化向上及び長寿命化対策を行っています。 

■施設の状況 

施設区分 数量 所在等 

１３Ａガス製造所 1 箇所 由利本荘市大浦字蛇持 26番地 6 

ガスホルダー 2基  由利本荘市大浦字蛇持 26番地 6（１３Ａガス製造所内） 

ガバナ（整圧器） 27 箇所 地区ガバナ 19 箇所、専用ガバナ 8箇所 

 

ガス導管の整備状況は次のとおりであり、経済産業省より経年菅対策として更新を指導されて

いる管（白管、アスファルトジュート巻鋼管）の割合は約4.5％となっております。 

経年管対策としては、財政状況を考慮し、「ガス安全高度化計画2030」に基づいて順次対策を

行っていきます。 

 

■ガス導管の延長と更新対象の経年管の延長（単位：ｍ、％） 

区分 延長 
更新対象の 

経年管延長 

更新対象の 

経年管割合 

本支管 208,491 8,385 4.0% 

供給管 28,028 2,324 8.3% 

計 236,519 10,709 4.5% 

※ 2023（令和 5）年度現在 

（３）施設の状況まとめ 

❶供給施設  

○現状と今後の対策 

供給施設においても老朽化が懸念されることを考慮し、計画的に点検整備及び更新を進めてい

きます。 

❷ガス導管 

○現状と今後の対策 

経年管対策導管の割合は４．５％ですが、今後も財政状況を考慮し、計画に基づいて順次経年

管更新を進めていきます。

※ 「ガス安全高度化計画 2030」 

経済産業省が設置する産業構造審議会保安・消費生活用製品安全分科会ガス安全小委員会において、2020 年を目

標年度として実施してきた「ガス安全高度化計画」の結果及びガス事業を取り巻く社会環境の変化と想定されるリスク

等を踏まえ、今後 10年間を見据えた総合的なガスの保安対策として策定された計画。 
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１ 販売量及び料金収入の予測 

（１）販売量の予測 

経営戦略の改定に際し、大口販売と一般販売のそれぞれの販売量を予測しました。 

一般販売量については、主に家庭用となるため、供給世帯数の微減により、販売量も微減傾向

となる見込みです。 

 

■販売量予測のための前提条件 

●販売量 

企業・大規模施設等販売量（大口） ＋ 家庭用・小規模施設等販売量（一般） 

 

●大口販売 

過去５か年の平均販売量より推計 

 

●一般販売 

家庭用・小規模施設等供給数×１供給施設あたり販売量 

【供給世帯数】 

過去５か年の平均減少率より算出 

【供給世帯あたり販売量】 

過去５か年の平均販売量より算出 

  

Ⅲ 今後の予測と経営の基本方針
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■供給世帯数の予測                                         （単位：世帯） 

 

 

■販売量の予測                                             （単位：千㎥） 

 

2025

(令和7)

2026

(令和8)

2027

(令和9)

2028

(令和10)

2029

(令和11)

2030

(令和12)

2031

(令和13)

2032

(令和14)

2033

(令和15)

2034

(令和16)

供給世帯数 7,297 7,221 7,146 7,071 6,997 6,924 6,852 6,780 6,709 6,639

7,297 7,221 7,146 7,071 6,997 6,924 6,852 6,780 6,709 6,639
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(令和12)

2031

(令和13)

2032

(令和14)

2033

(令和15)

2034

(令和16)

合計 8,693 8,659 8,626 8,593 8,560 8,528 8,496 8,464 8,433 8,402

一般販売量 3,227 3,193 3,160 3,127 3,094 3,062 3,030 2,998 2,967 2,936

大口販売量 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466

5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466 5,466

3,227 3,193 3,160 3,127 3,094 3,062 3,030 2,998 2,967 2,936
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（２）料金収入の予測 

販売量の予測から、令和 5年 4月改定の現行の料金単価（㎥／円）に基づき、予測を行いました。 

結果としては、料金収入は販売量の減少により、緩やかに減収する見込みです。 

 

■料金収入の予測                                        （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025

(令和7)

2026

(令和8)

2027

(令和9)

2028

(令和10)

2029

(令和11)

2030

(令和12)

2031

(令和13)

2032

(令和14)

2033

(令和15)

2034

(令和16)

料金収入 1,238,315 1,243,895 1,239,786 1,235,690 1,231,608 1,227,539 1,223,484 1,219,442 1,215,413 1,211,398

1,238,315 1,243,895 1,239,786 1,235,690 1,231,608 1,227,539 1,223,484 1,219,442 1,215,413 1,211,398
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２ 投資の予測 

 

（１）投資の予測 

ガス事業では、安定的にガス供給を行うためにガス導管やガス供給施設の健全性を維持するこ

とが極めて重要です。 

人口減少や省エネ型ガス機器の普及により、ガス使用量は将来的に減少することが予測され、

今後の新規の投資（整備事業）については、施設の老朽化や効率性を考慮する必要があります。 

今後１０年間の投資は経年管対策や設備の老朽化対策が中心となります。 

計画期間である202５（令和７）年度から203４（令和１６）年度までの１０年間における投資総額

は約１３億円と想定しています。 

これらの投資財源については、一部国庫補助金のほかに企業債及び内部留保資金にて充当す

ることとなります。 

 

■計画期間である 2034（令和 16）年度までの全体投資スケジュール           （単位：千円） 

 

※ なお、この表では、全体投資スケジュールとして計画期間である2034（令和16）年度まで掲

載していますが、各事業については計画期間後も継続して事業を行っていきます。  

  

計画年次❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼ ❽ ❾ ➓

2025
(令和7)

2026
(令和8)

2027
(令和9)

2028
(令和10)

2029
(令和11)

2030
(令和12)

2031
(令和13)

2032
(令和14)

2033
(令和15)

2034
(令和16)

❶経年管対策（長寿命化）

59,598 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 70,000 70,000 70,000

❷導管整備（本支管敷設）

85,085 109,300 36,000 36,000

❸供給整備、製造設備更新 

10,489 31,710 14,610 17,960 35,860 41,570 41,570 18,050 25,940 15,260

❹ガバナー設備　設置／耐震化／更新／機器更新

40,007

❺その他

16,566 17,000 18,000 17,000 20,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000

211,745 208,010 118,610 120,960 105,860 108,570 108,570 105,050 112,940 102,260

内容　　　年度

金額

金額

金額

金額

金額

事業費合計



 

15 

（２）企業債残高の予測 

今後の投資による企業債残高は以下の見込みです。企業債残高は減少していく見込みですが、

国庫補助金等の財源活用を検討し、企業債残高の増加抑制を行います。 

■計画期間である 2034（令和 16）年度までの企業債残高の予測                （単位：千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．組織の予測 

今後も現状の組織で事業運営を行うことを基本としています。 

投資事業に係る事務量が増加することが想定される場合、配置人数の増員等により対応を図る

予定としています。 

 

４．現状の課題 

これまで行ってきた検証に基づき、課題を整理すると次のとおりとなります。 

○物価上昇に対する収益の確保と費用の削減 

○今後の投資に向けた財源の確保 

○継続性及び効率性を重視した投資計画の策定と進捗状況の検証 
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2031
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2032

(令和14)

2033

(令和15)

2034

(令和16)

企業債残高 1,419,718 1,374,914 1,227,671 1,083,199 942,296 845,213 759,629 686,573 626,516 535,855
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５．経営の基本方針と目標  

【経営の基本方針】 

 

安全・安心で持続可能なサービスの提供とそれを支える経営基盤の強化 

 

人口減少や高齢化の進行、省エネ型ガス機器の普及等による料金収入の減少に加えて、施設

及び設備の老朽化に伴う改築及び更新事業への投資の増大や、原材料の高騰など、今後のガス

事業を取り巻く経営環境はますます厳しくなることが予想されます。このため、効率的で持続可能

なガス事業の実現に向け、 “安全・安心で持続可能なサービスの提供とそれを支える経営基盤の

強化”を経営の基本方針として、経営戦略を改定しました。 

本戦略の計画期間は202５（令和７）年度から203４（令和１６）年度までとします。 

ガス事業は、導管や施設、各種設備等多くの資産の健全性を維持することが、安定した事業運

営を行うための前提条件となります。一方で、投資事業には多大な資金が必要になるため、その

「投資試算」（投資事業にかかる費用の見通し）と「財源試算」（料金収入等財源の見通し）を均衡

させなければ、事業を持続させることはできません。  

この投資事業に必要な財源を確保し、「投資試算」と「財源試算」を均衡させるためには、徹底し

た事業の効率化や健全化に取り組み、事業運営に係る経常的な費用の削減と適正な料金の設定

を進めることで経営基盤の強化を図るとともに、施設や設備等の投資の最適化を進めることが必

要です。 

そこで、この経営の基本方針を実現するために、次の経営目標を設定しました。 

■経営目標 

経営目標 経常収支比率100％の維持 

本計画期間である2034（令和16）年度までに経常収支比率100％を維持します。 
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経営目標達成に向けて、以下の取組を実施します。 

１．ガス利用の促進 

① 企業・大規模施設等（大口）の業務用販売量を拡大するため、新規開発情報やボイラー交換時

期の早期把握に努め、ガス空調の新規導入や他燃料から都市ガスへの燃料転換の提案などを

行い、大口契約、業務用選択契約の新規獲得を図ります。 

② 家庭用販売量を維持するため、住宅販売会社等へ都市ガス利用について営業活動を行い、家

庭用選択契約の新規獲得を図るとともに、ガス展（大感謝祭）の実施など都市ガスのPR等を行

うことにより、既存需要家へ更なる継続利用を促します。 

③ ガス事業の理解促進のため、ガスの役割、適正利用や経営状況等について、多くの市民からよ

り一層の理解を得るために、市ホームページ、SNS等の広報媒体の活用や、施設の見学会、積

極的な広報及び啓発活動を行います。 

④ 本市が参画している「J-クレジットプロジェクト」のPRを推進し、参画需要家と共にプロジェクト

推進に取り組みます。 

※ 「J-クレジットプロジェクト」とは石油資源開発株式会社が実施するプロジェクトで、企業等法人

などの需要家が他燃料から都市ガスへの燃料転換や高効率なボイラーへの機器更新・導入に

よって削減したCO2排出量により還元金を支払うもの。 

 

2．料金の見直し 

① 物価上昇対策として、料金の弾力的改定の検討を行います。総務省は、地方公営企業の料金

について、「公正かつ妥当であり、能率的な経営の下における適正な原価を基礎とし、地方公営

企業の健全な運営を確保できるものであること」を求めています。このため、本市でも料金改定

の検討には、原価計算を実施します。 

② 原料である液化天然ガス等の価格変動に対応するため、現在条例により定額となっている料金

体系を見直し、原料費の変動を毎月のガス料金へ反映させる原料費調整制度の導入について

検討を行います。 

 

３．安全・安心と安定供給の継続 

① 製造設備及び供給設備の計画的な更新と維持管理に努めます。 

② 安全に安心してガスを使用していただくためのガス供給確保に向け、設備等の状況を的確に把

握し、ガス管工事だけでなく他工事を含めた計画的な更新と維持管理体制を整備します。 

③ ガス事故の未然防止対策の強化に向けて、お客様への事故防止の周知を継続します。 
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４．コストの縮減 

① 財源等を踏まえた工事コストを削減するために、発注規模の拡大や施工時期の平準化を行い

ます。 

② 投資を実施する際には、維持管理費用（ランニングコスト）の低減化、デジタル技術を活用した

経営の効率化を図ります。 

③ サービス低下にならないよう、事務事業等の見直しを行い、コスト縮減を進めます。 

④ ガス生産時の効率化に向けて、エネルギー利用の活用や生産過程に無駄がないかを検証し、

縮減に努めます。 

⑤ コスト縮減につながる補助金等の活用を検討します。 

 

５．人材の育成と定員管理の適正化 

① 本市においては、本戦略の計画期間に多数の投資事業を予定しています。また、一方では、全

国的に自治体の技術職員が不足している等、深刻な課題となっています。 

このため、本市においては、今後の投資コストの効率化や施設及び設備の効率的運用を図るた

め、より一層の技術職員の確保と育成に努めます。 

② 定員については、事務の見直しを図り、ガス事業として適正な定員管理に取り組みます。職員の

給与水準については、人事院勧告に伴う国や県の給与制度や他自治体の動向に配慮し、市長

部局職員に準じて適切化を図ります。 
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１．投資・財政計画の計算根拠 

（１）収益的収支 

投資・財政計画の収益的収支（ガス製造・供給等設備を維持管理するためにかかる収支）を推

計するに当たり、前章で示した予測に基づいて算出しています。経費である委託料等は今後の物

価上昇を見込んでいます。 

投資・財政計画は30年間のシミュレーションを行い、このうち本戦略の計画期間である  

2034（令和16）年度までの10年間分を掲載します。 

（２）資本的収支 

投資・財政計画の資本的収支（ガス製造・供給等設備を改築及び更新するために要する収支）

を推計するに当たり、前章で示した予測に基づき算出しています。 

収益的収支同様に、投資・財政計画は30年間のシミュレーションを行い、このうち本戦略の計

画期間である203４（令和1６）年度までの10年間分を掲載します。 

 

２．投資・財政計画（シミュレーション）  

（１）現状予測におけるシミュレーション 

今後の厳しい経営環境の中で目標達成に向けては、取組を明確にするとともに、経営に対する

管理をより一層厳格化する必要があります。 

経営戦略期間における料金収入の予測、投資の予測、１7～１8ページの取組を行った場合のシ

ミュレーションは次のとおりとなりました。 

  

Ⅳ 投資・財政計画
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計
画
年
次
❶

❷
❸

❹
❺

❻
❼

❽
❾

➓
年
　
　
　
　
　
　
度

区
　
　
　
　
　
　
分

１
．

(
A
)

1
,
0
8
6
,
3
3
1

1
,
2
3
6
,
7
6
0

1
,
2
5
8
,
0
1
3

1
,
2
6
0
,
8
2
9

1
,
2
5
6
,
7
2
0

1
,
2
5
2
,
6
2
4

1
,
2
4
8
,
5
4
2

1
,
2
4
4
,
4
7
3

1
,
2
4
0
,
4
1
8

1
,
2
3
6
,
3
7
6

1
,
2
3
2
,
3
4
7

1
,
2
2
8
,
3
3
2

(
1
)

1,
07

3,
05

2
1,

21
7,

01
1

1,
23

8,
31

5
1,

24
3,

89
5

1,
23

9,
78

6
1,

23
5,

69
0

1,
23

1,
60

8
1,

22
7,

53
9

1,
22

3,
48

4
1,

21
9,

44
2

1,
21

5,
41

3
1,

21
1,

39
8

(
2
)

(
B
)

6,
34

5
11

,6
30

11
,6

30
9,

80
6

9,
80

6
9,

80
6

9,
80

6
9,

80
6

9,
80

6
9,

80
6

9,
80

6
9,

80
6

(
3
)

6,
93

4
8,

11
9

8,
06

8
7,

12
8

7,
12

8
7,

12
8

7,
12

8
7,

12
8

7,
12

8
7,

12
8

7,
12

8
7,

12
8

２
．

1
9
4
,
3
1
2

5
6
,
4
2
4

2
9
,
6
4
8

2
0
,
7
5
0

1
9
,
0
4
4

1
7
,
3
6
6

1
5
,
9
9
3

1
5
,
2
2
9

1
5
,
4
5
5

1
4
,
6
3
5

1
4
,
3
5
7

1
3
,
9
8
3

(
1
)

1
7
2
,
9
5
7

3
8
,
0
8
3

1
3
,
2
5
7

3
,
1
3
8

3
,
1
6
9

3
,
2
0
1

3
,
2
3
3

3
,
2
6
5

3
,
2
9
8

3
,
3
3
1

3
,
3
6
4

3
,
3
9
8

3,
03

6
3,

07
6

3,
30

9
3,

13
8

3,
16

9
3,

20
1

3,
23

3
3,

26
5

3,
29

8
3,

33
1

3,
36

4
3,

39
8

16
9,

92
1

35
,0

07
9,

94
8

(
2
)

20
,6

27
17

,8
06

15
,8

16
17

,0
77

15
,1

47
13

,6
30

12
,0

32
11

,4
29

11
,4

29
10

,7
69

10
,2

65
10

,0
50

(
3
)

7
2
8

5
3
5

5
7
5

5
3
5

7
2
8

5
3
5

7
2
8

5
3
5

7
2
8

5
3
5

7
2
8

5
3
5

(
C
)

1
,
2
8
0
,
6
4
3

1
,
2
9
3
,
1
8
4

1
,
2
8
7
,
6
6
1

1
,
2
8
1
,
5
7
9

1
,
2
7
5
,
7
6
4

1
,
2
6
9
,
9
9
0

1
,
2
6
4
,
5
3
5

1
,
2
5
9
,
7
0
2

1
,
2
5
5
,
8
7
3

1
,
2
5
1
,
0
1
1

1
,
2
4
6
,
7
0
4

1
,
2
4
2
,
3
1
5

１
．

1
,
1
9
1
,
5
6
3

1
,
2
7
3
,
9
9
7

1
,
2
6
3
,
5
0
0

1
,
2
1
0
,
6
4
4

1
,
2
1
7
,
5
7
7

1
,
2
2
4
,
3
1
5

1
,
2
2
8
,
3
7
2

1
,
2
3
2
,
8
0
7

1
,
2
2
6
,
2
1
4

1
,
2
3
0
,
4
4
3

1
,
2
2
8
,
5
3
5

1
,
2
3
0
,
0
6
9

(
1
)

63
,0

14
68

,9
04

79
,7

36
70

,2
89

70
,9

92
71

,7
02

72
,4

19
73

,1
43

73
,8

74
74

,6
13

75
,3

59
76

,1
12

36
,2

45
36

,6
75

42
,9

76
37

,4
12

37
,7

86
38

,1
64

38
,5

46
38

,9
31

39
,3

20
39

,7
13

40
,1

10
40

,5
11

26
,7

69
32

,2
29

36
,7

60
32

,8
77

33
,2

06
33

,5
38

33
,8

73
34

,2
12

34
,5

54
34

,9
00

35
,2

49
35

,6
01

(
2
)

9
5
2
,
0
8
1

1
,
0
2
7
,
8
2
3

1
,
0
1
9
,
9
0
3

1
,
0
1
0
,
2
0
8

1
,
0
1
3
,
1
4
5

1
,
0
1
6
,
1
0
4

1
,
0
1
9
,
0
8
6

1
,
0
1
9
,
9
3
7

1
,
0
2
0
,
7
9
0

1
,
0
2
1
,
6
4
4

1
,
0
2
2
,
5
0
0

1
,
0
2
3
,
3
5
7

8,
45

1
11

,6
01

9,
58

0
8,

62
1

8,
70

7
8,

79
4

8,
88

2
8,

97
1

9,
06

1
9,

15
2

9,
24

4
9,

33
6

34
,4

72
28

,8
84

42
,2

12
32

,8
46

32
,8

46
32

,8
46

32
,8

46
32

,8
46

32
,8

46
32

,8
46

32
,8

46
32

,8
46

75
8,

15
6

78
2,

38
9

76
6,

29
4

75
9,

67
3

76
0,

43
3

76
1,

19
3

76
1,

95
4

76
2,

71
6

76
3,

47
9

76
4,

24
2

76
5,

00
6

76
5,

77
1

15
1,

00
2

20
4,

94
9

20
1,

81
7

20
9,

06
8

21
1,

15
9

21
3,

27
1

21
5,

40
4

21
5,

40
4

21
5,

40
4

21
5,

40
4

21
5,

40
4

21
5,

40
4

(
3
)

17
6,

46
8

17
7,

27
0

16
3,

86
1

13
0,

14
7

13
3,

44
0

13
6,

50
9

13
6,

86
7

13
9,

72
7

13
1,

55
0

13
4,

18
6

13
0,

67
6

13
0,

60
0

２
．

9
,
2
2
9

8
,
8
6
1

8
,
4
8
1

8
,
5
4
3

9
,
8
7
7

1
0
,
0
3
6

1
0
,
4
2
3

1
0
,
8
3
8

1
1
,
2
2
6

1
1
,
5
2
4

1
1
,
8
2
3

1
1
,
9
4
8

(
1
)

9,
19

8
8,

86
1

8,
48

1
8,

54
3

9,
87

7
10

,0
36

10
,4

23
10

,8
38

11
,2

26
11

,5
24

11
,8

23
11

,9
48

(
2
)

3
1

(
D
)

1
,
2
0
0
,
7
9
2

1
,
2
8
2
,
8
5
8

1
,
2
7
1
,
9
8
1

1
,
2
1
9
,
1
8
7

1
,
2
2
7
,
4
5
4

1
,
2
3
4
,
3
5
1

1
,
2
3
8
,
7
9
5

1
,
2
4
3
,
6
4
5

1
,
2
3
7
,
4
4
0

1
,
2
4
1
,
9
6
7

1
,
2
4
0
,
3
5
8

1
,
2
4
2
,
0
1
7

(
E
)

7
9
,
8
5
1

1
0
,
3
2
6

1
5
,
6
8
0

6
2
,
3
9
2

4
8
,
3
1
0

3
5
,
6
3
9

2
5
,
7
4
0

1
6
,
0
5
7

1
8
,
4
3
3

9
,
0
4
4

6
,
3
4
6

2
9
8

(
F
)

1

(
G
)

(
H
)

1

7
9
,
8
5
1

1
0
,
3
2
7

1
5
,
6
8
0

6
2
,
3
9
2

4
8
,
3
1
0

3
5
,
6
3
9

2
5
,
7
4
0

1
6
,
0
5
7

1
8
,
4
3
3

9
,
0
4
4

6
,
3
4
6

2
9
8

2
0
3
4

令
和
16
年
度

予
測

2
0
2
3

令
和
5年

度
決
算

そ
の

他

支
出

計

経
常

損
益

(
C
)
-
(
D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

収 益 的 収 支 特
別

損
益

(
F
)
-
(
G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(
E
)
+
(
H
)

収 益 的 収 入

材
料

費

そ
の

他

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

光
熱

水
費

修
繕

費

支
払

利
息

補
助

金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

う
ち

資
本

費
平

準
化

債
分

収
入

計

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

2
0
2
5

令
和
7年

度
予
測

2
0
3
0

令
和
12
年
度

予
測

2
0
3
1

令
和
13
年
度

予
測

2
0
3
2

令
和
14
年
度

予
測

2
0
3
3

令
和
15
年
度

予
測

2
0
2
6

令
和
8年

度
予
測

2
0
2
7

令
和
9年

度
予
測

2
0
2
8

令
和
10
年
度

予
測

2
0
2
9

令
和
11
年
度

予
測

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

2
0
2
4

令
和
6年

度
予
算

営
業

収
益
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次
❶

❷
❸

❹
❺

❻
❼

❽
❾

➓
年
　
　
　
　
　
度

区
　
　
　
　
　
分

１
．

7
7
,5

0
0

1
5
7
,0

0
0

1
5
7
,0

0
0

1
9
1
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
3
,0

0
0

8
5
,0

0
0

9
1
,0

0
0

9
1
,0

0
0

8
8
,0

0
0

9
5
,0

0
0

8
5
,0

0
0

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

1
7
,0

0
0

1
4
,5

3
1

７
．

８
．

1
2
3
,4

0
8

９
．

1
1

(
A
)

7
7
,5

0
0

1
7
4
,0

0
2

1
9
4
,9

4
0

1
9
1
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
0
3
,0

0
0

8
5
,0

0
0

9
1
,0

0
0

9
1
,0

0
0

8
8
,0

0
0

9
5
,0

0
0

8
5
,0

0
0

(
B
)

(
C
)

7
7
,
5
0
0

1
7
4
,
0
0
2

1
9
4
,
9
4
0

1
9
1
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
0
3
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

9
1
,
0
0
0

9
1
,
0
0
0

8
8
,
0
0
0

9
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

１
．

9
0
,9

4
5

1
8
7
,4

9
2

2
1
1
,7

4
5

2
0
8
,0

1
0

1
1
8
,6

1
0

1
2
0
,9

6
0

1
0
5
,8

6
0

1
0
8
,5

7
0

1
0
8
,5

7
0

1
0
5
,0

5
0

1
1
2
,9

4
0

1
0
2
,2

6
0

8
,6

0
3

8
,9

7
2

9
,4

1
5

8
,7

7
6

8
,8

6
4

8
,9

5
3

9
,0

4
3

9
,1

3
3

9
,2

2
4

9
,3

1
6

9
,4

0
9

9
,5

0
3

２
．

2
4
6
,1

4
7

2
1
1
,9

5
2

2
1
1
,7

3
5

2
3
5
,8

0
4

2
4
7
,2

4
3

2
4
7
,4

7
2

2
2
5
,9

0
3

1
8
8
,0

8
3

1
7
6
,5

8
4

1
6
1
,0

5
6

1
5
5
,0

5
7

1
7
5
,6

6
1

３
．

４
．

５
．

(
D
)

3
3
7
,
0
9
2

3
9
9
,
4
4
4

4
2
3
,
4
8
0

4
4
3
,
8
1
4

3
6
5
,
8
5
3

3
6
8
,
4
3
2

3
3
1
,
7
6
3

2
9
6
,
6
5
3

2
8
5
,
1
5
4

2
6
6
,
1
0
6

2
6
7
,
9
9
7

2
7
7
,
9
2
1

(
E
)

2
5
9
,
5
9
2

2
2
5
,
4
4
2

2
2
8
,
5
4
0

2
5
2
,
8
1
4

2
6
5
,
8
5
3

2
6
5
,
4
3
2

2
4
6
,
7
6
3

2
0
5
,
6
5
3

1
9
4
,
1
5
4

1
7
8
,
1
0
6

1
7
2
,
9
9
7

1
9
2
,
9
2
1

１
．

2
5
2
,4

6
2

2
1
0
,9

3
7

2
1
7
,5

3
9

2
3
2
,8

9
1

2
5
4
,8

7
8

2
5
4
,2

3
1

2
3
7
,0

8
1

1
9
5
,7

0
9

1
8
4
,2

1
9

1
6
8
,5

3
3

1
6
2
,6

4
4

1
8
3
,6

4
5

２
．

３
．

４
．

7
,1

3
0

1
4
,5

0
5

1
1
,0

0
1

1
9
,9

2
3

1
0
,9

7
5

1
1
,2

0
1

9
,6

8
2

9
,9

4
4

9
,9

3
5

9
,5

7
3

1
0
,3

5
3

9
,2

7
6

(
F
)

2
5
9
,
5
9
2

2
2
5
,
4
4
2

2
2
8
,
5
4
0

2
5
2
,
8
1
4

2
6
5
,
8
5
3

2
6
5
,
4
3
2

2
4
6
,
7
6
3

2
0
5
,
6
5
3

1
9
4
,
1
5
4

1
7
8
,
1
0
6

1
7
2
,
9
9
7

1
9
2
,
9
2
1

(G
)

(H
)

1
,5

2
9
,4

0
5

1
,4

7
4
,4

5
3

1
,4

1
9
,7

1
8

1
,3

7
4
,9

1
4

1
,2

2
7
,6

7
1

1
,0

8
3
,1

9
9

9
4
2
,2

9
6

8
4
5
,2

1
3

7
5
9
,6

2
9

6
8
6
,5

7
3

6
2
6
,5

1
6

5
3
5
,8

5
5

○
他
会
計
繰
入
金
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画
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次
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❷
❸
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❺

❻
❼

❽
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年
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区
　
　
　
　
　
分

3
,0

3
6

3
,0

7
6

3
,3

0
9

3
,1

3
8

3
,1

6
9

3
,2

0
1

3
,2

3
3

3
,2

6
5

3
,2

9
8

3
,3

3
1

3
,3

6
4

3
,3

9
8

3
,0

3
6

3
,0

7
6

3
,3

0
9

3
,1

3
8

3
,1

6
9

3
,2

0
1

3
,2

3
3

3
,2

6
5

3
,2

9
8

3
,3

3
1

3
,3

6
4

3
,3

9
8

3
,0

3
6

3
,0

7
6

3
,3

0
9

3
,1

3
8

3
,1

6
9

3
,2

0
1

3
,2

3
3

3
,2

6
5

3
,2

9
8

3
,3

3
1

3
,3

6
4

3
,3

9
8

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

2
0
3
1

令
和
1
3
年
度

予
測

2
0
3
1

令
和
1
3
年
度

予
測

2
0
2
3

令
和
5
年
度

決
算

資
本

的
収

支
分

補
塡

財
源

不
足

額
(
E
)
-
(
F
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
 
 
　

　
 
 
 
 
(
D
)
-
(
C
)

2
0
3
3

令
和
1
5
年
度

予
測

2
0
3
4

令
和
1
6
年
度

予
測

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

2
0
2
6

令
和
8
年
度

予
測

2
0
2
7

令
和
9
年
度

予
測

2
0
2
8

令
和
1
0
年
度

予
測

2
0
2
9

令
和
1
1
年
度

予
測

2
0
3
0

令
和
1
2
年
度

予
測

2
0
3
2

令
和
1
4
年
度

予
測

2
0
2
4

令
和
6
年
度

予
算

2
0
2
5

令
和
7
年
度

予
測

2
0
2
3

令
和
5
年
度

決
算

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

う
ち
資
本
費
平
準
化
債
償
還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

2
0
3
0

令
和
1
2
年
度

予
測

2
0
3
2

令
和
1
4
年
度

予
測

2
0
3
3

令
和
1
5
年
度

予
測

2
0
3
4

令
和
1
6
年
度

予
測

2
0
2
4

令
和
6
年
度

予
算

2
0
2
5

令
和
7
年
度

予
測

2
0
2
6

令
和
8
年
度

予
測

2
0
2
7

令
和
9
年
度

予
測

2
0
2
8

令
和
1
0
年
度

予
測

2
0
2
9

令
和
1
1
年
度

予
測

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

計

(
A
)
の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(
A
)
-
(
B
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【
資
本
的
収
支
】
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
（
単
位
：
千
円
）

 



 

22 

現状においては、１7～１8ページで掲げた取組を行うことによって、１６ページで設定した目標値

の達成が可能となります。 

今後は経営の基本方針達成に向けて、更なる経営の効率化に努めます。 

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定について  

❶収支計画のうち投資について 

収支計画には、主に次の取組に要する収入・支出を計上しています。 

○経済産業省による経年管対策 

 

❷収支計画のうち財源について 

【収益的収入】 

●料金収入 

推計したガス販売量を、現行の料金体系に当てはめて算定した金額を見込んでいます。 

●補助金-他会計補助金 

総務省から発出される『地方公営企業繰出金について（通知）』の繰出基準に基づき算定した金

額等を見込んでいます。 

 

【資本的収入】 

●企業債 

建設改良費の財源のうち、企業債の発行を見込んでいます。事業単位での発行となり、取得す

る資産（施設）の耐用年数に応じた借入期間（～２０年）を設定しています。 

 

❸収支計画のうち投資以外の経費について 

【収益的支出】 

●経費 

職員給与費や修繕費、委託料等、各年度の取組に必要となる費用について物価変動を考慮し

ながら個別に積み上げて計上しています。 

●減価償却費（※長期前受金戻入額も同様） 

２０２３（令和５）年度までに取得した資産（施設）分に加え、２０２４（令和６）年度以降に取得予

定の資産分を踏まえて算出しています。償却率は、施設の耐用年数（10～２0年）に応じて設定し

ています。 

●支払利息 

２０２３（令和５）年度までに借入したガス事業債の利子償還金に加え、２０２４（令和６）年度以降

に発行する分の償還金を見込んでいます。利率は、借入期間に応じて設定しています。 

 



 

23 

【資本的支出】 

●企業債償還金 

２０２３（令和５）年度までに借入した企業債の元金償還金に加え、２０２４（令和６）年度以降に

発行する分の償還金を見込んでいます。 

 

（３）公営企業として実施する必要性 

今後、人口減少等に伴い料金収入の減少は見込まれますが、料金体系や設備投資内容の精査等に

より、健全経営を維持できる見込みとなっております。公営企業が運営することで、地域特有の資源を

活用し比較的低廉な料金でガスを供給することができているため、今後も存続するメリットはあるもの

と考えられます。 

一方、民間企業は公営企業より弾力的な運営が可能であるという面もあるため、業界全体としては

民間企業による経営が主流であるガス事業の実態及び、社会情勢を考慮し、民間的経営手法を積極

的に導入するとともに、民間譲渡も含めた今後の経営形態のあり方について検討してまいります。 

 

（４）今後の取り組み 

都市ガススマートメーターについて、令和7年度以降順次実証試験を行い、災害時の迅速な復

旧や保安の強化へつなげるため、費用対効果及び業務効率化の検証を行いながら、計画的な導

入を検討していきます。 

また、導入の際の財源として、補助金等の活用の検討を行います。 

※ スマートメーター：通信機能を付加し、遠隔検針、保安データ送信や遠隔閉開栓を行うことが出

来るメーター 
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１．経営推進体制 

本戦略における取組は、ガス事業を所管する企業局管理課及び営業課、ガス課を中心として実

施します。進捗状況については、ガス事業所管課で情報収集及び進捗管理を行います。 

また、ガス事業所管課が事務局となり、議会や使用者に対し意見等を求め推進します。 

 

■経営推進体制イメージ 

 

 

  

管理課・営業課・ガス課 →

市長

提案・報告企業局

公営企業管理者

議会

審査・議決

→
←

使用者

市民

報告 ↑

提案・報告

Ⅴ 経営戦略の遂行に向けた取組体制 
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２．PDCA サイクルの実行 

経営戦略はＰＤＣＡサイクルにおける計画（Plan）に位置付けられます。今後は実行（Do）、検証

（Check）、改善（Action）等のPDCAサイクルを確実に実施することが重要です。  

検証においては、経営指標を⽤いた経営分析や類似団体との比較分析を行います。 

また、議会へ定期的に経営状況を報告し、意見を求める等、チェック機能の充実を図ります。こ

れらのPDCAサイクルにより経営状況を的確に把握し、経営の健全化及び効率化に取り組んでい

きます。 

なお、ＰＤＣＡのサイクルイメージは次の図のとおりです。 

 

■PDCAサイクルイメージ 

 

 

  

Action Plan
（改善） （計画）

施策と目標の見直し 経営戦略の改定

Check Do
（検証） （実行）

達成度の評価と検証 目標達成に向けた

事業実施
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３．次回以降の見直し  

本戦略の次回以降の見直しについては、料金の妥当性の検証及び検討や投資計画の進捗等、

経営の変化にあわせて、２０２８（令和１０）年度から原則５年ごとに行います。 

なお、自然災害等の突発的な事象があれば、次のスケジュールに関わらず適宜見直しを行うこと

とします。 

また、見直し及び検討に際しては、議会及び市民等の意見を幅広く求めることとし、改定後は速

やかに広く市民等へ公表する方針です。 

 

■経営戦略及び料金の見直し・検討スケジュール 

 

 

 

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

(令和6) (令和7) (令和8) (令和9) (令和10) (令和11) (令和12) (令和13) (令和14) (令和15) (令和16)

経営戦略 見直し 公表
計画開始

見直し
検討

公表
見直し
検討

公表

年度
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